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１．緒言

鹿児島湾における浮溝生物の報告ではさ

きに海洋気象台の報告（1933）があるが，

長期に亘る連続的調査は行わ〕rしていない．

鹿児島大学水産学部では1953年４月以来，

毎月１回鹿児島湾内の海洋観測を実施して

いるが，今回その一部として１９５３年４月

より1954年３月に至る一年間（1954年２

月のみ欠測）に見られた浮溝珪藻類の季節

的変化に就て概要を報告する．

本報告中の試料の採取にあたって御援助

を頂いた練習船隼人丸乗組員の各位，及び

結果の整理に就て助言を頂いた和田清治助

教授，田ノ上豊隆講師に対し深謝の意を表

する．
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２…調査方法

観測点は第’図に示す様に湾口部より湾

奥部に至る２６ケ所の地点で，採集に当っ

ては全点共に口径２２．５ｃｍ，ＸＸＮｏ,１３の

北原式ネットを用い，０～50ｍの鉛直曳網

を行なった．定量は所謂粗沈澱量法を用

い，４％ホルマリンで固定した後，研究室

に於て２４時間以上放置后沈澱量を測定し

たものである．
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Fig、１．Ｔｈｅｓｔａｔｉｏｎｓｏｆｐｌａｎｋｔｏｎｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

ａｔＫａｇｏｓｈｉｍａ－Ｂａｙ．

３．出現量の季節的変化と海況

採集試料の中，珪藻類は他の動植物プランクトンに比し著しく量的には多いので，全プ

ラクトンの量変動は珪藻類の変動傾向をよく示すと思われる．但し冬期１２，１月に於ては

ＮＯＣｵ抑ｃａｓｃ伽j〃α"ｓが多量に繁殖し珪藻類を含む他の動植物性プランクトンは著しい

減少を示した．
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第２図は１９５３年４月

より１９５４年３月迄の各

月別に於ける粗沈澱量の

平均量，平均透明度，表

面及び５０ｍ深度に於け

る各平均水温等を示した

ものである．鹿児島湾内

ではプランクトン量が透

明度を支配する重要な要

素であることが考察され

る．

先づ４～６月は水温上

昇期に当って居り，一般

に低温高餓で外洋性高砿

水の流入が認められる．

出現種はＭｵzsc腕ａｓ９．

γj〃αが断然他を引き離
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して優勢であるが，沈澱（19,4）（ﾉ953）

量は４月平均10.2cc，５Fig.２．Seasonalchangeinthemeannumberｏｆ

月に7.5ｃｃ，６月に6.2ｃｃ ｓｐｅｃｉｅｓ，settlingvolume，ｗａｔｅｒｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ

ａｔｓﾕｒｆａｃｅａｎｄ５０ｍｌａｙｅｒａｎｄｔｒａｎｓｐａｒｅｎｃｙ、
と漸減の傾向にある．分

布量は桜島半島周辺に最も多く次で湾口部，山川寄りの沿岸一帯で増殖している．６月で

は沈澱量の最大１１．０cc，最小３．２cc，平均６．２ｃｃとなっており，その較差は少〈一様な

分布度を示した．

夏期７月には表面水温は27.3.Ｃ，８月に28.3.Ｃ迄上昇するが中層水は前月に比して水

温の上昇が認められず１８｡～19°Ｃの冷水が出現して居る．塩分は一般に上層で低く３１．０

～33.0％０，中層は８月には34％0の高雛線が湾口から桜島南側迄伸びて一般に高蛾となっ

て来るが，その他では３２～33.0％0の低鹸を示しておる．沈澱量は前月に比して急激に増

加し８月に於て最大54.4cc，平均26.5ｃｃに達した．

９月に入ると表面水温は僅かに下降するが一般に高温で叉中層水は８月に比して著しく

上昇し２３～25°Ｃとなる．これは外洋水の勢力が遂次強まっている事を示していると思わ

』れる．沈澱量は８月に比し著しく減少するが１０，１１月で若干増加を見る．１２月に入ると

18.5°Ｃの等温線が湾奥迄達し，叉上，中層の水温勾配も殆ど見られだくなる．塩分は

34.0～34.4％ｏで湾内部迄外洋水の影響が認められる．

沈澱量は１２月，１月に於て増大し山を形成している．これはjVOcｵ抑ｃａｓｃ伽j〃α"ｓを

極めて多量に含む試料に由来しており，珪藻類は漸減の一途をたどり，３月には極少に達

する．

即ち鹿児島湾における珪藻類は大増殖が年に一度夏期にみられ１０月以降漸減を続け，

３月で極少量に達した後，４，５月の増殖開始期に入るものと考えらＪ１'しる．４，５月におけ

る増殖の主原因はＭ加州αＳｃγ伽αであり，その出現，消失は著しく極端であって６

、／
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月には第二の極少量を形成する．此の様な傾向は１９５４年４，５，６月に於ても全く同様で

あった．
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４．出現種の季節的変化

出現した珪藻類の総種類数は９１種で10月に最も多くて41種,３月に最少で１５種，平均

月に24種余りが出現している．４，５月には前述の様に朋加c〃ａｓ〃jαｵαが甚だ優勢で

あるが，こ伽に次でｃﾙα”c〃osaec幼”"s,Ｒ〃zOsoﾉg"〃ｓ机が０，'"zjs等も出現し，こ

れらは６月に入ってⅣ．ｓgγjαｵαの減少と共にその占める位置を換えた．７月に入ると沈

澱量は著しく増加するが種類数ではさほどの増加を示さない．出現するものはＢａc”γjα‐

s〃"”〃.yα伽"碗，Ｃ"α”oceγ0ｓ加ﾉａｇｊｃ"s，Ｃﾉｹ．αが伽ｉｓ，Ｃ"・ＣＯ，”γＣＳＳ"s，Ｃ"、

60γgα〃s，Ｃ"・dgcjがg"s，Ｃﾉｾ・ノ0γg"認α""s，Ｔ加ﾉass'0"e郷α〃がzsc〃0〃9s．

T〃ﾉass伽吻γ迩了γzz”〃e〃〃等で４～６月とは大いに組成を異にする．８月に入ると種

類も次第に増加して特にＣ加伽Ｃｅγ0ｓ属の進出は著しい．７，８月の夏期増殖期に於ける

主体をなすものは剛伽soﾉg"ｊａｓﾒyﾉが0""js，Ｂａc〃ｊａｗ"郷〃jﾉα〃""柳，及び

C"α”ocgγ0ｓ属である．この夏期増殖期は長く続かず９月には減少を示すが，種類数で

は却って漸増の傾向にある．即ち９月に入ると更に剛伽soﾉe蝿α属が増加を始めるし，

ｓｵ幼加"0〃鰯ｓ加加eγjα"αは湾内に於ける初冬期の主要種であるが１０月になると出現

を始めその他，Ｔ伽ﾉassjos伽，Ｌｅがocy〃"αγ"ｓαα"jc"s，Ｇ"伽”αｊａｄα"jc"s，

Ｒﾉｾ．αc"”"αｫα，Ｒ〃．αﾉαﾉα，Ｂｉ〃"〃〃α”06j〃e"sｉｓ，ｓﾙgﾉeｵ0"”αCOSｵα如肌

Ｓｙ"eαγα”．と云ったもの迄種麦出現し，種類に於ては年間を通じて最も豊富になる．

１０月以降水湿の降下と共に温帯種が増加しＳｵ"ﾙα"”y蝿Ｓｐａ〃eγ伽αが１１，１２月に

は優占種となる外にＴﾉbαﾉassjO"e畑α城zsc〃0奴es，Ｔ〃ﾉassjO肋γ航ノ0"g畑伽α等も

此の頃最も多く出現する．１２月，１月には珪藻類はlVOcﾒ抑ｃａｓｃ伽ｊ〃α"ｓの大繁殖に伴

って一般に低調で特に３月はCOS柳oajsc"ｓ属，Ｃ加伽c”0ｓ属の出現を見る外は種類，

量共に最も微弱となる．

他の海域と比較して気付くことはｓﾙe/伽"g"αCOSｵα加加やＰﾉα"腕0"ｊｅ〃αｓｏノの

出現状態である．

ｓ・COSｵα加加は本邦沿岸に普通で厘交増殖期の代表種となるものであるが鹿児島湾で

は僅かが１０，１１月に見られるのみでその出現量は問題にならない程少いし，叉Ｐ．ｗは

南方黒潮流の珪藻の特性として多少とも常に見られることが指摘されてるいが，（相川，

１９３６）今回の調査では８，１０，３月に部分的に皇散見されたに過ぎない．

Ｒｅｓｕｍｅ
〃
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